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抗がん活性の強い樹状細胞へ 

がん抗原ペプチドを選択的に送達させる 

新規抗がんワクチンの開発 



化学療法(抗がん剤） 
放射線治療 
手術 

免疫細胞を活性化して 
がん細胞を攻撃する 

がんの主な治療方法 
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抗原提示細胞は様々な細胞集団から成り立ち 

役割分担をしている 
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抗原提示細胞 ケモカイン受容体XCR1を
発現する樹状細胞 

（XCR1陽性樹状細胞） 



XCL1抗原ペプチド 

          連結ワクチン 抗原ペプチド 
(OVA由来のOT-Iぺプチド） 
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XCR1陽性樹状細胞をターゲットとした 

新規がんワクチン 

キラーT細胞 



1.XCL1抗原ペプチド連結ワクチンの作成と 

そのXCR1陽性樹状細胞への送達 

抗原提示 
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XCL1抗原ペプチド連結ワクチンは 

XCR1陽性樹状細胞へ選択的に送達され 

抗原提示された 
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抗原ペプチドを選択的に 

XCR1陽性樹状細胞に送達 
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2.XCL1抗原ペプチド連結ワクチンによる 

効率的な抗原特異的キラーT細胞の誘導 
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０日目 ７日目に脾臓細胞を採取 

ワクチン 

+免疫賦活剤（二本鎖RNA)  
〔皮下へ投与〕 

抗原特異的キラーT細胞の活性化 
（インターフェロンガンマの産生細胞の割合） 

(脾臓細胞の採取） 

XCL1抗原ペプチド連結ワクチン投与により 

著明な抗原特異的キラーT細胞の活性化が 

誘導された 
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XCR1欠損 

マウス 

野生型 

マウス 
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XCL1抗原ペプチド連結ワクチン投与による 

抗原特異的キラーT細胞の誘導は 

XCR1欠損マウスで著明に低下した 
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抗原特異的キラーT細胞の活性化 
（インターフェロンガンマの産生細胞の割合） 
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3.XCL1抗原ペプチド連結ワクチンの 

抗がん効果 
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腫瘍接種後の日数 

治療モデル 

ワクチン 

抗原ペプチド(16mol/マウス) 

抗原タンパク(0.16mol/マウス) 

XCL1抗原ペプチド 

連結 ワクチン 
(0.16mol/マウス) 

(mm3) 

* 
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* 

(日) *<0.05 

担がんマウスへのXCL1抗原ペプチド連結ワクチンの
投与により治療的効果が認められた 

生理的食塩水のみ 
（コントロール） 

がん細胞接種 
（悪性黒色腫 
（B16-OVA） ） 

悪性黒色腫（B16-OVA） 



がん細胞接種 ワクチン 

14日目 7日目 0日目 

治療モデル 

ワクチン 

14、17、21日目 

4.XCL1抗原ペプチド連結ワクチンの 

免疫チェックポイント阻害剤との併用効果 

抗PD-1抗体 投与 
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XCL1抗原ペプチド連結ワクチン 

抗PD-1抗体 

XCL1抗原ペプチド連結ワクチン 

+抗PD-1 抗体 

XCL1抗原ペプチド連結ワクチンは 

免疫チェックポイント阻害剤との併用で 

より強力な抗がん効果を示した 

抗PD-1抗体 投与 

生理的食塩水のみ（コントロール） 



1)がん抗原ペプチドをケモカインXCL1と連結させたワクチン 

（XCL1抗原ペプチド連結ワクチン）を投与することにより、 

がん抗原ペプチドを XCR1陽性樹状細胞へ選択的に送達し、 

  抗原特異的キラーT細胞の活性化と共に強力な抗がん効果を 

  誘導することができた。 

2)XCL1抗原ペプチド連結ワクチンと抗PD-1抗体を併用投与する 

  ことにより、抗がん効果を相乗的に高めることができた。 

本研究のまとめ 



本研究の成果（論文発表） 

British Journal of Cancer https://doi.org/10.1038/s41416-020-0757-2 

2020年2月18日 国際誌British Journal of Cancer(電子版)に掲載された。 



・XCR1陽性樹状細胞はヒトにも
存在し、キラーT細胞の誘導、 

免疫チェックポイント阻害剤の 

抗がん作用にも関与していること
がわかってきた。 

 

今後様々ながん抗原を用いて 

ヒトXCL1を介してヒトXCR1陽性

樹状細胞に送達させることにより、
有望ながん免疫療法の開発が
進むことが期待される。 

XCL1抗原ペプチド 

連結ワクチン  

波及効果  
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